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2020年７月 22日  

各 位  

 

 会社名：株式会社省電舎ホールディングス 

代表者名：代表取締役社長 橋口 忠夫 

(コード番号：1711 東証第二部) 

 問い合わせ先：取締役管理本部長 大浦 隆文 

(Tel:03-6821-0004) 

 

2021年３月期業績予想の公表に関するお知らせ 

当社は、2020年５月15日公表「2020年３月期決算短信［日本基準］（連結）」におきまして、未定としておりまし

た2021年３月期（2020年４月１日～2021年３月31日）通期業績予想につきまして、下記のとおり公表いたしますの

でお知らせいたします。 

  

記 

 

１．2021年３月期通期連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月 31日）      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 未定 未定 未定 未定 未定 

今回発表予想（B） 1,510 △200 △220 △240 △57円 11銭 

増減額（B－A） ― ― ― ― ― 

増減率（％） ― ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（2020年３月期） 

2,273 △167 △171 △359 △85円 58銭 

 

２．連結業績予想公表の理由 

  2021年３月期の連結業績予想につきましては、「2020年３月期決算短信［日本基準］（連結）」公表時には新型

コロナウイルス感染拡大による影響度合いの算定が困難であったため、未定としておりました。しかしながら、

国内における緊急事態宣言の解除等により経済活動再開等の動きが見え始めたこと、また、当社グループの 2020 

年４月から６月の業績及び現時点において入手可能な予測等を踏まえ、連結業績予想を算定いたしましたので公

表いたします。 

  売上高については、新型コロナウイルス感染拡大による顧客の設備投資ニーズへの影響は限定的であり、第２

四半期以降の受注は回復することを想定しておりますが、一部案件の施工時期について、顧客事情により遅れが

生じることが想定され、当期の売上計上に間に合わない案件の増加が見込まれること、及び長期に渡る業績低迷

に伴う当社の与信上の問題から、当期においても受注直前段階で失注が発生していることなどから、前期比

33.6％減の 15億 10百万円を見込んでおります。 

  損益に関しましては、特設注意市場銘柄指定解除に関連した業務委託費用、専門家費用の減少などにより販管

費は前期比 23.9％減の４億 50百万円となる見込みですが、売上高の減少をカバーすることは困難であり、営業

損失２億円、経常損失２億 20百万円を見込んでおります。また、親会社株主に帰属する当期純損失に関しまし

ては、前期は、子会社株式譲渡に伴う特別損失１億 49百万円を計上いたしましたが、当期の計上は見込まれな

いため、上記経常損失見込み額に法人税等見込み額を加算した２億 40百万円を見込んでおります。 

   

※．上記の予想は、本資料の発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ 

  いております。なお、今回の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の第２波、第３波の発
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生等、今後想定されるリスクによる影響は考慮しておりません。開示すべき重要事実が発生した場合には、適

時開示規則及び当社の情報開示の基準に則り、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


